
令和 3年度第 1回千葉県慢性腎臓病（CKD）重症化予防対策部会（R3.7.15 開催） 

議事要旨 

 

１ ＣＫＤ対策協力医の養成・登録状況と今後の方向性について 

○令和３年７月時点で、千葉県では専門医 180 名、ＣＫＤ対策協力医 186 名が登録さ

れている。地域偏在があるため、市町村ごとや医師会圏域ごとの分布状況を確認

し、必要な地域への働きかけを行っていく。 

○ＣＫＤ対策協力医のモチベーション維持が重要。講演会や勉強会の開催を検討す

る。また、市町村等保険者からＣＫＤ対策協力医への受診勧奨が円滑に行われるよ

う、取組状況調査やサポートを行っていく。 

 

２ ＣＫＤシール活用の進捗と今後の活用促進について 

 ○県薬剤師会で、ＣＫＤシール活用に関する薬局対象の研修会を 2回開催し、計 185 名

が参加した。8月頃に研修会出席者へアンケート調査を実施する予定。今後は、県薬

剤師会だけでなく、地域薬剤師会においても研修会の開催を検討している。 

 ○腎臓専門医や糖尿病対策推進会議所属の医師の施設において、順次シールの貼付を開

始している。 

 ○今後、ＣＫＤ対策協力医や未配付の腎臓専門医へシールを配布していく。協力医へは

事務局から一律で配布し、腎臓専門医へはＣＫＤ部会委員の専門医から希望枚数を調

査し事務局から配付する。 

 ○ＣＫＤ対策協力医以外の医師（眼科医や歯科医等）にもＣＫＤシールについて知って

もらえるよう周知することが重要。また、県民への周知啓発として、ポスターの作成

や既存の啓発物の活用を検討する。 

 

３ ＣＫＤ対策に係る評価について ※評価項目は、参考資料１を参照 

 ○参考資料１の内容により、評価していく。 

 ○腎臓専門医についても、ＣＫＤ対策への協力について調査を行い、協力いただける医

師をリスト化して県のホームページへ掲載予定。 

 

４ その他 

（１）千葉県ホームページの活用について ※資料６参照 

 ○千葉県の取組内容に関する動画の作成・掲載や、Ｑ＆Ａコーナーの作成等を検討する。 

 ○一般県民向けの情報の充実が必要。取組の全体像を図にまとめ、掲載する。 

（２）千葉県糖尿病性腎症重症化予防対策推進検討会設置要綱の改正について 

 ○改正案について了承を得た。 

（３）その他 

 ○ＣＫＤ対策協力医から腎臓専門医へ紹介する際の紹介状様式の作成について検討す

る。県と医師会のホームページに掲載できるとよい。 

 ○今後、地域連携パスの作成等についても検討していく。 

資料５


